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もち. どのような政治的背景をもっていたかを小学校社会科編を中心に検討甘るe
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(1)載争と平和に関する記述
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の見解をそのままに受けとらせようとしたことであるOこれはいま、十分に反省

されなくてはならないO(中略)-そのわざわいの結果は,今回の轍争と

な-)て現れたといってもさしつかえないであろう。 」(P2)と述べている。 また、

i-^i:二関するIくt蝣*-蝣*・一寸てrj言、～わかiilK-r. 1-I・ト丁′I'r"てr"*f'*ォl'.'.(-I-Y. v-i,i、-・JこIlr|し、

平和の破壊者という汚名をすすき--」(pi;15)とあるように、わが国が平和の破

柁串・i'-J-,・'、ご」?
. '.''了もUパ・f! けItど"iイ1. -',・i:I".'い;:、LtT*. ':∴そし

て、戟争に対しては「進んで世界平和の障害を除去しようとすることは,わが国

の大人にとっても子供にとっても等しく諜せられた尊大な使命である。 」(社会

科編P135)と積極的戟争防止論を述べている.
3
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が払われなければならないこと。 」(P154)という表現かみられるOまたー昭和26
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不幸である。 」(P22)という戦争観を示し「わたくしたちは全力をあげて,戦争

-51-



の回避に努めなければならない。 」 (社会科編P22)と述べている。

i2)、聞n¥

20年代版は、従来の国家中心の人間的あり方の反省から出発し、個人の人間ら

しさへの回帰を目指している。 22年版では、国家や家庭の社会的抑圧から解放さ

れ、人間らしい生活を営もうとする意志が民主的権利意識を目覚めさせることに

なり、他人への理解と愛情を育てることになると主弓長している。 28年版小学校社

会科でも「人間的欲求を積極的に充足すること」「自他の権利・自由を尊重する

こと」(P6)が目標となっている。

一方、輝史観は、歴史発展論の立場をとっており、歴史教育の目的は、現代を

理解するために過去を分析し、その結果を未来の発展に役立てることにあるとし

ている。 従って、社会の発展に貴献する人間像を描いている。

(.. いけ・:銅はfftWl:教育'/,-':

22年版は、従来の教育は他人の見解をそのままに受け取らせる押し付けであり、

分割された学問の知識を詰め込む知識中心主義であったとし、その知識か実際生

活に働かず、青少年の発達を疎外し、ひいては、戦争を認めることに通じたとし

ている。 知識中心主義の反省をしている点については、26年版においても同様で

ふ>:.
-.

20年代板社会科教育観の特赦として次の事項があげられる。 〔む知識中心主義と

学問的系純性の排除②問題解決学習③自主的科学的考え方の育成

すなわち、現実の生活で直面しいている間増を自主的、科学的に提え、学問的

方法を総合的融合的に利用して解決していこうと言う経験主義を草礎とした教育

観である。 しかし、態度主義的、精神主義的表現もある。 また、科学的考え方が

どのようなものであるかという理論も明確でない。

(llilli. hU的・,蝣iI
蝣tI指ヰ僻1-fit;パーftl槻

20年代版学習指導要領は、r戦争は人類にとって最大の不幸である」と据え、

r平和の破壊者」となったことを反省し「戟争防止のためにはーあらゆる努力」

をしなければならないと考えている。 また、戦争の一つの原因はー「他人の見解

をそのままに鷺けとらせようとした」教育にあったとし、抑圧から解放された権

利を主張する人間像を打ち出しているoそしてそのことが、社会の進歩発展に車

献する人間につながると考えている。 このような人間像を求める教育は、知識中
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心主義と学問的系統性を排除し、「手t食生活における具体的な問串」をとりあげ、

「つねに児童の切実な必要に結び付ける」という問麺解決学習の形となって現れ

た。

20年代版の平和観は徹底した民主教育が平和愛好的な人間をつくるという平和

観である。 このような、戦前とは全く違った平和観が、敗轍後二年足らずで出来

た学習指導要領の中にどのようにして現れてきたのだろうか。 その政治的背景を

探ってみる。

3. 20年代版学習指導要領成立期C:)政治的背景

(1)アメリカ中心の占領政策

昭和20年から昭和26年まで、日本は連合国軍による占領下にあった。 20年代版

:寸、lli領KT・」'・",. #lJ-J習指t卑卦l'lflて! HI. I、■1叫. *-,rM"'l「tfji'iiiOift範J梢・・潜

強く受けていたo紺葦伏後における米国の初期の対El方針J(S軸NCC-150/4昭20

.9.22)第2部には、「T.
・協議及適当なる諮問機関の設置に依り主要連合国を満

足せしむべき日本国の占領及管理の実施のための政策を樹立する為有らゆる努力

ノr卜い4--"、夷も「-蝣;}'I*「iJ二日、・<',,V¥>イ・・・)ト蝣".・'Lf-. 'jty・・・::.'・いr:*こIUc/jftft二I. i
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『降伏後における米国の初期の対口方針,再まt第-一一部「究極の目的」において

「日本国か再び米国の脅威となり又は世界の平和及安全の脅威とならさることを

#・蝣*.:;:-J-、l*i. 1;「・米! i!
.
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に於て樹立すること、・・」をあげている。 平和国家を樹立することが究極の目

的となっていたことがわかる。 さらに、その目的を達成する手段として「日本国

は完全に武装解除せられ貝非軍事化せらるべし」と「つ]本国国民は個人の自由に

*・!-・1'i(Xいい二二V=t:rr. j¥lfr杓に信教、fト、言u'. こi-'i'lVn長的i川東¥0>V'.¥'し'rl卓棚せ√・

るべし」があげられている。 即ち、一つは非軍事化であり、もう一つは民主化で

ある。アメリカの対日占領政策は、非軍事化と民主化で強行に進められて行く。

(3)占領政策の内容

アメリカは日本が二度とアメリカに対抗できるカを持ち得ないように武装解除

し蝣'ササ蝣',*TG.:せキ師. I;I.槌Lけ<>:H轟ft叫寸! N. -r-I'uftL打p,叫と1-」だ独・トirt寸こ
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を解体し弱体化させようとした。 また、農民を含めた労働者を保護することによ

って、国内の経済的矛盾を対外侵鴫によって解決しようとする方向性を無くそう

とした。政治の民主化がその国を平和愛好的にするという考えのもとに、非軍事

化と民主化が、別々のものではなく一体のものとして実施されたと考えられる。

民主化政策の一環として教育の自由主義化があげられたのも、超国家主義の単一

価値の押し付けの教育が、戦争遂行を容易にした原因と考え、多様な価値観を持

った教育が平和的な国家形成に役立つと考えられとのである。

(4)占領軍の教育政策

教育の自由化を取り上げた『五大改革指示」! (帽20.10.ll)に続いて『日本教育

制度に対する管理政策』(昭和20年10日22日連合国最高司令部より終戦連絡中央

事預局経由日本帝国政府に対する覚書)が出されている。 内容は、「軍国主義及

び極端なる国家主義的イデオロギーの普及を禁止するこど,軍事教育の学科及び

教練は凡て廃止すること」「・-基本的人権の思想に合致する諸概念の教授及実

践の確立を奨励すること」「--あらゆる職業軍人乃至軍国主義ー極端なる国家

主義0)積極的なる鼓吹者及び占領政策に対して積極的に反対する人々は罷免せら

るべきことJ「学生、教師、教育関係官公吏及びII-解民衆は連合軍占領の目的及

び政策、議会政治の理論及実践に就いて知らしめらるべきこと」「また軍国主義

的指導者、その積極的指導者の演じたる役割を知らしめらるべきこと」等である。

教育もまた、非軍事化と民主化の線に沿って行われるべきことと共に、これらの

政策を教帝を通して国民に知らせることと、戟争指導者の責任を教育の車で取り

上げることを要求しているのである。

さらにt『公職追放令』(帽21.1)に先だって『教員及教育開係官の調査、除外、

認可に関する件』(昭和20年10日30日連合国軍最高司令部より終戦連結中央事務

局経由日本帝国政府8±対する覚書)が出され、軍国主義及び超国家主義者が教育

界から追放されることとなった。 また、tT「回教の分離」に関する指令』(帽20

.12.15総指令部渉外局発表)及び『国家神道、神社神道に対する政府の保証、支

援、保全、監督並に弘布の廃止に関する件』(昭和20年12日15日連合国軍最高司

令官総指令部参謀副官発第三早(民間情報教育部)終戦連緒中央事務局経由日本帝

国政府に対する覚書)によって教育の中から神道も追放される。

(:") )来阿れftf*."II川

連合国軍最高指令官が招僻した米国教育使節団は、戦後の新教育制度に影響を
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与えたとされているO『第--次米国教育使節団報告書Ijj川召21.4.6)は、非軍事化

を前提とし、日本の教育制度は「大衆と少数の特権階級とに別々な型の教育を用

意して、高度に中央集権化された一九世紀の型に基づいたものであった。 」(第

-tfMIKO)ど? fr^iin'j埠o叫ir. )0)1⊥-v:二t. i-・」さ割杓yjjCvM. V一叫W::チ;ナ・

出している。

具体的には、○生徒の興味から出発するカリキュラム作り○地域選定教科書の

採用○自由研究の推進○ローマ字の採用○宮公立学校に於ける政治上または宗教

I-Or心軸~」卓m、サ'*! l-.OI坦hv「帖. 蝣:蝣.!-I"'消¥O蝣']'/;:いr^-1. J"*・・-て寸・・({二一. ・

なかるものとしては、「公民教育の授業の実施提案」の噂で、、日本o)修身や公民

に当たるものはアメリカでは「socialstudies」に営まれると指摘している。

(6)新教育指針と学習指導祭錘

'ii. lV-Ijのさ'.IHrt蝣蝣'蝣喜七川?VUN;-1':l圧. 汁工-.'韓・-ノ|,j*-;y_.辛:ヰ:'. '-I.・='蝣t*サ*サ~,::J.さ. わた

のが『新教育指針ー? (文部省紹21.5)である。

・y. ＼・'Vl't'-spI:1この対. ll、iViillの.. II-IIはす-J-TMl*;は'. Tと

、・..
・^.-.fife;二-t^、<>>・?い」yi十、、Ji,'∴1!

.
i'∴・(".I"ハ・Jイこ.'蝣.:ォー)、†I";ji‥蝣I'-T.iV岬t

ている。次にこては「どうしてこのような状態になったのか」として戦争指導者

の再任を追及した上で国民の反省も促している。 三は「これからどうしたちょい

か」で、「戦争の責任は国民全体が負うべきであり、国民は世界に向かって深く

その罪を謝するところがなければな. らないO」としているO

蝣w「巾l! 二iI-"*針とて・甘i、∫ご/o'j'-it!
.

て∴T・! …は‥-fi.:I. llijl・i'*ミ¥:fcO)

定義をし、それがどのようにして起こり、どんなあやまちをおかしたかを説明し

ている。さらに「軍国主養及び極端な国家主義を取り除く:二はどうしたらよいか」

として教育の重要性を説いている。

第三童は「人間性・人格・個怪の尊重」第四章は「科学的水準及び哲学的・宗

ざ<'!''-卓. 1ト半r'"、-jl、ti'. <:-ざiJ,l;:I,Vi;tIK'蝣>て∴. 1、∴r-・・-^、;∴

第六章結論r平和的文化国家の建設と教育者の使命」では、入間の本当の願い

は、「平和」と「受`化」のねかいであt'上これからの日本は「平和同家」「文化

国家」になるべきであり、これからの教育は一文化を理想とし、日常生活におい

て文化への芽生えをのばすことであるとしている。

新教育指針は、全体を通して平和意義の内容とな1ており、この指針の異体化

と_I
.
Ti:_・'! 蝣・far-.'i枯ヰ蝣蝣#-一六けい子「「'*・・~-;.iV. ';:・.

・.
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4. おわりに

20''トft的′-. *HY指ヰ'」Sの、I'^ll純の渦流々政治rrt門. *:二l'fト'丁/+±とると騨r;

後における米国の初期の対日方針』に行き着くoその日的は、日本を平和国家に

することであり、その方法は、非軍事化と民主化の政策である。 教育もこの方針

に治って進められ、民主化教帝の指針として登場したのが22年版学習指導要領で

あり、新教科としての社会科である。 社会科は教育方法においても民主的な方法

をとろうとし、既存の価値観を押し付けない経験主義を基本としたのである。

i! ?>・''(・:恥はI'-r膏n'j:::-トー朋充蝣kL・*. 村二、トけ). IRfi&卓inとi,-I'. *'付け・Vtl、I・E.

度主義的傾向もはっきりと出てくる。 そして、30年板からは大きく方向を転換す

ることになる。 20年代版学習指導要領の徹底した民主化による平和という平和観

は長く定着することはなかったoその原因は何だったのだろうか。

考え得る原因の-一つは、問題解決学習や自由研究といった経験主義的学習方法

についての理論が未成熱であったことである。 当時の、知識中心の学力観からの

r逼回る社会科」と言う非難や、学問の系統性との関係に明輝に答える理論が充

分でなかったことである0

二つ目は、教育改革が民主改革を主軸に据えながらも結局、上からの改革であ

ったことである。 22年版一般編序論は「これまで、とかく上の方からきめて与え

・二、かた二y'蝣'<蝣こま、そのと. *.;'蝣::i:f「するとい・,た岬! -fr'S:、仰きか>f蝣-. '

たのが、こんどはむしろ下の方からみんなの力で、いろいろと、作りあげていく

ようになって来たということである。 」と述べているが、これは下からすべき改

・一tTキトか・二言蝣/::嘩き・ないifih-ゴ:.'.-. Vこul一丁:trl:い,-*-'*'・・")rJ、へ柏. iすわit"'KM'

り蔓やJ朝K|-し「f':・・>舶斌「l'1.I:,fr'、Ii-lォ. 'H"i|,tf,*&こ、え+・とこ:"*-
.

?>. k主:'-. '・.'

・','.
>岬.w*叩miご>!

.
;うど-'i`石持抑Hk. ;は小IK'日中に加Ilfrj二;}f/<'し's-0・

ったと言うことである。 このことは、20年代版が、無国籍的であると言う批判を

左右両派からされたことからも言えるのである。
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